
 

1 

 

 
 

2024 年５月 15 日 

 

各 位 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別損失（減損損失）の計上、2024 年 3 月期通期業績予想と 

実績値との差異に関するお知らせ 

 

 当社は、2024 年 3 月期累計期間の決算について、特別損失（減損損失）を計上いたします

ので、下記の通りお知らせします。また、2024 年 3 月期通期業績予想に関しまして、実績と

の間に差異が生じましたので、その修正を下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

 

1．特別損失（減損損失）の発生及びその内容 

（１）減損損失 

当社の保有する固定資産（加工工場関連資産等）について、2024 年 3 月期第４四

半期会計期間において、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、将来の回収可

能性を保守的に見直した結果、減損損失として 118百万円を計上致しました。今般、

減損の対象となった岩手県大槌町の加工工場（以下「当社加工工場」といいます）

につきましては、2021 年５月より主にホタテなどの受託事業を開始し※（以下「本

受託業務」といいます）、本セグメントの収支改善が進んでおりましたが、当社が主

に取り扱っているホタテの価格上昇により、回転寿司チェーンの取扱いが縮小した

ため、2023 年２月以降大幅に受注が減少しております。厳しい経営環境を踏まえ、

今般の減損テストの当該将来キャッシュフローについては、保守的な見積もりとし

ております。今後本受託業務は、取引を更に拡大し、当初投資額の早期回収に向け

て取り組んでいきます。 

また、第４四半期連結累計期間において、1 百万円を子会社の事業所の閉鎖損失

として特別損失に計上いたしました。 
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２. 業績予想との差異について 

 

（１）2024 年 3 月期通期業績予想と実績値との差異 

（連結） 

 売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

（百万円） 

1 株当たり 

当期純利益 

（円） 

前回発表予想 

(A) 

3,896 130 128 124 30.84 

当期実績値 

(B) 

3,790 16 29 △95 △23.70 

増減額 

(B)－(A) 

△106 △114 △99 △219 △54.54 

増減率 

(％) 

△2.7% △87.6% △77.3% ―  ―  

（ご参考）前期実績 

（2023 年 3 月期） 

3,764 127 128 138 34.37 

 

（２）通期業績と前期実績との差異について 

（個別） 

 売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

当期純利益 

（百万円） 

1 株当たり 

当期純利益 

（円） 

前期実績 

(A) 

549 △5 0 148 37.06 

当期実績 

(B) 

404 △23 △18 38 9.54 

増減額 

(B)－(A) 

△145 △18 △18 △110 △27.52 

増減率 

(％) 

△26.4 ―  ―  △74.3 △74.2  

 

（３）差異が生じた理由 

   2024 年３月期通期連結業績予測につきましては、第 3 四半期連結累計期間までは概 

ね計画通りに推移していましたが、牡蠣の最盛期である当第４四半期連結会計期間

（2024 年 1 月～3 月）にかけて、1 月 1 日に発生した、能登半島地震の影響で、富山入

善の牡蠣の浄化センターで、海洋深層水の取水パイプが切断するトラブルで、浄化体制

の不安定が続き牡蠣の供給が減り、店舗事業、卸売事業とも売上が減少。  

また同じ当第４四半期連結会計期間でノロウイルスが蔓延し、当社の厳しい安全基準  

に満たした牡蠣の調達が十分にできず、牡蠣の供給も減り、店舗事業、卸売事業とも、

繁忙期に機会損失が発生しました。 

この当第４四半期連結会計期間に生じた影響により、売上高は当初予測の 3,896 百万 

円に対し、実績値 3,790 百万円となりました。営業利益、経常利益につきましては、新 

規出店に伴う投資費用、当初 82 百万円の予測に対し、実績値は 97 百万円、及び募集費、 

当初 29 百万円の予測に対し、実績値は 45 百万円などがあり、営業利益においては当初 

130 百万円の予測に対し、実績値は 16 百万円、経常利益において当初 128 百万円の予 
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測に対し、実績値は 29 百万円、加工工場等の特別損失の計上により、親会社に帰属す 

る当期純利益につきましては、当初 124 百万円の予想に対し、実績値は 95 百万円の損 

失になりました。 

 2024 年３月期通期個別業績につきましては、海産物の受託事業の売上減少に伴い、減

収となりました。当該減収により、営業利益、経常利益の損失幅が拡大しております。

また当期純利益は減益（前期実績 138 百万円 当期実績 38 百万円）となっております。 

 

 

以 上 

 


